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要旨 

 近年、青少年の課題の一つに人間関係の希薄化やコミュニケーション力の低下が言われて

おり、その原因としてインターネットや携帯電話の普及による情報化・デジタル化といった

現代社会の背景が考えられる。このような社会的背景による青少年の課題を解決する手段と

して、自然体験や集団宿泊体験が重視されている。現に、様々な先行研究によって自然体験

の教育的効果は明らかにされてきた。 

 しかし、今回、研究の対象とする「無人島キャンプ」は、ライフラインが途絶え、食料も

自分たちで捕った獲物中心であり、テントもブルーシートを利用した自作のものと、「不便」

「不足」な過酷なキャンプ生活である。そういった制限された６泊７日というキャンプ生活で

は、仲間との協力が不可欠であり、自然をうまく利用しなければ生活できない。このキャン

プを乗り切ることで、参加者は生きる技能と自信を身につけるとともに、仲間との関係性の

向上や自然への素晴らしさや大切さを実感させられると考える。また、東日本大震災を経て

重視されてきている防災教育の面からも災害時において主体的に行動することや、ライフラ

インが途絶えた状況において生き抜くうえで貴重な体験となると考える。 

 そこで、本研究では参加者へのアンケートや感想を基に、その効果を検証する。そして、

その結果を応用することでより効果的な自然体験プログラムを提言したいと考える。 

 

 

 

Ⅰ．はじめに 

 近年のインターネットや携帯電話の普及は、

世界中で情報化、グローバル化をさらに押し進

めている。しかし、情報化する社会は、世の中

にこれまでなかった全く新しいコミュニケー

ションの形を生み出す一方で、青少年における

人間関係のあり方そのものにも大きな影響を

及ぼしはじめている。会話中心だった情報のや

りとりや友人との対話も、お互いに顔を合わせ

ることもなくメールの画面上で行うという青

少年が増え続けている。このようなデジタル化

していく現代世界という社会的背景が要因と

なって、人間関係の希薄化やコミュニケーショ

ン能力の低下が青少年の課題の一つとしてあ

げられている。 

 また、機械化・人工化の汎用による身の回り

の全自動化傾向は、生活が便利になった一方

で、青少年も含む我々人間全体が、ある物事を

自らが直接経験して実際に行っていくという

場面が減少している。このことは、ある課題や
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困難に対して自ら考え、判断、選択してチャレ

ンジしていくという問題解決プロセスの機会

を逸していることでもあり、その能力の低下の

一因となっている。(2)私たちは現代社会の便利

な生活に慣れ過ぎた中、本当に必要なモノは何

であるかを見極め、日常生活を問い直すことが

必要である。 

 現在、このような社会的背景による青少年の

課題を解決する手段の一つとして、自然体験や

集団宿泊体験が重視されており、新学習指導要

領においてもその重要性が明記されている。平

成17年度に、兵庫県南但馬自然学校の調査研究

委員会は、国内で実施された１泊２日から６泊

７日の自然体験学習の効果について、少年版野

外体験事業評定尺度（①自然への感性、②自己

判断力 ③リーダーシップ④対人関係スキル

⑤自己成長性の５つの因子からなっている。）

を用いた効果の検証を行った。この調査の結果

から、自然体験学習の日数が長期になればなる

ほど、各因子において効果が認められている。

また、自然体験学習までの自然体験が少ない児

童の方がより教育効果があるという結果が報

告されている。(3) 

 また、小森（2012）の研究では、小学３年生

～小学６年生50人を対象とした５泊６日間の

無人島キャンプにおいて、参加者の子どもたち

に生起される教育要素としては、下記の点が明

らかとなっている。 

(1) 「自然との関わり」の視点から 

（a） 資源・エネルギー源の大切さや使い方へ

の配慮 

（b） 「食」と「命」のつながりの理解：「食

育」との関連 

（c） 「必要にして足る－無駄をなくす」精神

と実践：「食・水」の認識から 

（d） ゴミを作らない、増やさない：ビーチク

リーン活動からの認識 

（e） 自然を壊さない、守っていこうという意

識 

(2) 「周囲出来事（他存在）との関わり」の視

点から 

（f） 協力・助け合い・思いやりの精神と実践 

（g） コミュニケーション能力の向上 

（h） 日常生活での気づき 

（i） 課題発見・解決能力の向上 

(3) 「自分自身との関わり」の視点から 

（j） 「心のエネルギー」の涵養及び体験から

喚起される現実生活での決意から行動

への進展 

（k） 豊かな心を育む学び（道徳教育）との連

関と寄与 

 小森の研究対象であるキャンプは50人とい

う参加者が無人島において活動的にキャンプ

を行っているが、人数の多さ等から、組織化さ

れたプログラムでキャンプを行っている。 

 本キャンプは25名の参加者で、さらに３班に

分かれた班を中心としたキャンプのため、１班

の人数が10名以下となっている。そのため、キ

ャンプのプログラムは、班の参加者が決めてキ

ャンプをすすめていくことに特徴があり、子ど

も達が自分達でキャンプの流れをつくってい

くことで、彼らの生きる力をより身につけるこ

とができると考える。 

 本研究の対象となる「無人島アドベンチャー

キャンプ2012」は、小中学生の異年齢のグルー

プが、ライフラインの途絶えた無人島において

「不便」「不足」「不自由」な中で「生きる」た

めの自然体験を行い、それを乗り越えること

で、「自分の力で生きていける」技能と自信を

持たせることをねらいとしている。また、その

過程で仲間と話し合い、助け合い、知恵を出し

合う中で、仲間の大切さや規範意識、社会性・

主体性を育成するとともに、慶良間諸島の豊か

な自然の素晴らしさを体感するよう展開が図

られる。以上の様な取り組みを通して子どもた

ちが「生きる力」を身につけ、そのことが自己

肯定感を高め、さらに自然の雄大さや恵み、仲

間の大切さなどを実感できることが期待され

る。さらに、近年重要視されている防災教育の

面からもこうした自然体験から得た「生きる

力」は、震災後等の災害時において主体的に行

動することや、ライフラインが途絶えた状況に

おいて生き抜くうえで貴重な体験となると考

える。 

 この事業の醍醐味は、文明が何ひとつ持たら

されていない無人島という非日常的環境でキ

ャンプ生活を送ることにある。しかし、今回は

生憎の台風接近により無人島には渡れず、代わ

りにいくつか制限を設けることで無人島での

生活に近い「不便」「不足」「不自由」なキャン

プ生活を体験することとなった。無人島には渡

れないが、野外でのキャンプ生活という非日常

的な体験をすることで普段の日常を客観的に

見つめなおすことができるとともに、初対面の

他者と人間関係を築いていく中でコミュニケ

ーション能力を鍛えることが期待できると考
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える。よって本研究では、いくつか制限を設け

たキャンプを対象に、参加者のキャンプ事前・

事中（４日目）・最終日（７日目）での行動・

情緒変容を調査して、キャンプ生活の過程で得

られる教育的効果について検証する。 

Ⅱ．研究の対象と方法 

(1) キャンプの概要 

 本研究は、国立沖縄青少年交流の家が実施し

た「無人島アドベンチャーキャンプ2012」の取

り組みに焦点を当てたものである。キャンプ期

間は平成24年７月30日～８月５日の６泊７日

間で、本来、キャンプ２日目より無人島に渡る

予定であったが、台風接近の為無人島には渡ら

ず、沖縄青少年交流の家キャンプサイトにて実

施した。 

 参加者の子ども達は、学年が偏らないよう異

年齢構成で班編成され、男女比が約半々の一班

約８～９人の全３班体制であった。子どもに密

接に関わるのはカウンセラーと呼ばれるスタ

ッフで各班に２名ずつ付いた。カウンセラーと

は、各班に所属して子ども達と共に生活をしな

がら、子ども達の相互作用を高め、個々人と班

全体の成長と発展を援助していく重要な存在

である。(4)その役割は一方的に指示をしたり、

手取り足取り手厚く助けたりすることではな

い。参加者の自主性を重んじ、積極的な考えや

行動を促すような、あくまでも補助的なサポー

トをする姿勢が基本である。キャンプ期間中、

子どもたちは特にこのカウンセラーと行動を

ともにし、カウンセラーは何か困った時の相談

役でもある（しかし、答えを与えるのではなく、

自分達自身で考える機会を提供する役割とな

る）。 

 また、各班の最年長の男女１名ずつが班のリ

ーダーとなり班員を取りまとめた。活動は班別

活動が主で、その日の天気や班員の体調等を考

慮して班で話し合った活動内容を実施した。主

なプログラム概要は以下のとおりである。（表

１） 

 なるべく、無人島に渡る予定であった当初の

プログラムを尊重し、下記のようにいくつか制

限を設けることで、無人島でのキャンプ生活に

近づけた。 

表１ キャンププログラム概要 

活動内容 
月日（曜） 

午前 午後 日没後 

７月30日（月） オープニング 

オリエンテーション 

アイスブレーキング 

食材配布 

道具・装備品の準備 

スノーケリング練習 

ビバーク用テント作り 

＜班別活動＞ 

夕食作り 

班長会 

班会議 

７月31日（火） ＜班別活動＞ 

 朝食作り 

＜班別活動＞ 

火おこし 

 潮干狩り 

 野外炊事 

 ビバーク用テント修正 

＜班別活動＞ 

夕食作り 

班長会 

班会議 

８月１日（水） ＜班別活動＞ 

 朝食作り 

＜全体活動＞ 

 漁港にて魚釣り 

＜班別活動＞ 

 海水浴 

＜班別活動＞ 

夕食作り 

班長会 

班会議 

８月２日（木） ＜班別活動＞ 

 朝食作り 

＜全体活動＞ 

 漁港にて魚釣り 

＜班別活動＞ 

漁港にて魚釣り 

 川遊び 

＜班別活動＞ 

夕食作り 

班長会 

班会議 

８月３日（金） ＜班別活動＞ 

 朝食作り 

＜全体活動＞ 

 スノーケリング 

 魚釣り 

＜班別活動＞ 

夕食作り 

班長会 

班会議 

ソロキャンプ 

８月４日（土） ＜班別活動＞ 

 朝食作り 

シャワータイム 

県立青年の家へ移動 

ＢＢＱ 

分かち合いの集い 

８月５日（日） 朝食：県立青年の家食堂 

保護者報告会 

解散  
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①ビバーク（野宿）テントでの生活…ブルーシ

ートを１人１枚配布し、班ごとで協力してテ

ントを作成。台風の影響による大雨の中でも

ビバークテントで就寝した。よほど被害のひ

どい班は、避難小屋に移動した。 

②ガス使用禁止…野外炊事活動はガスを使わ

ず、火起こし器やマッチを使用して焚火を行

った。 

③シャワー室利用禁止、水道使用制限…６日目

のシャワータイムまでのキャンプ期間中の

シャワーは禁止で、海や川で汗を流したり、

雨で頭を濡らしたり、雨水を溜めて服を洗っ

たりした。水道の使用も制限をして、食器洗

いや食材洗いはなるべく海水を使用した。 

④電気使用禁止（懐中電灯のみ使用）…キャン

プサイトの電気はすべて使用禁止とし、懐中

電灯のみ使用した。 

⑤生活計画…食料は各班に必要最小限の量が

配られ、１週間の生活計画、献立づくりも班

別に任せられた。食料のほとんどが、缶詰や

インスタント食品といった非常食であり、そ

の他には、釣りで得た魚などを食料として使

用した。 

 ５日目の夜は、班会議にてソロキャンプかペ

アキャンプを選択してもらった。すると全員が

ソロキャンプを選択したので、一人一枚ブルー

シートを使用してソロキャンプを実施した。６

日目の夜は、当初予定していた最終日の豪華ラ

ンチタイムを前倒しして、県立青少年の家にて

BBQを行った。キャンプ中は無人島生活をイメ

ージして過ごしていたので、食料は非常食など

質素な物が多かった。最終夜にBBQを行うこと

で、色々な種類の食事が食べられる喜びと、作

った人への感謝を実感する時間とした。BBQの

あとは、全体で「分かち合いの集い」を行い、

簡単なレクリエーションで再度交流を図り、各

班のリーダーのあいさつ、全体で歌の合唱など

を行った。その後、各班に分かれて、カウンセ

ラーと子ども達だけで最後の班会議を行い、こ

れまでのキャンプ生活を一人一人振り返り感

想を共有した。最終日、７日目の午前中に、保

護者を招いて「活動報告会」を行い、子ども達

の活動の様子や感動、成長を家族で共有した。

写真のスライドショー、参加者代表あいさつ、

そして最後に、各班のカウンセラーから参加者

一人一人へアドベンチャーキャンプ達成の賞

状が配られた。 

(2) 研究の対象 

 平成24年７月30日～８月５日（６泊７日間）

に行われた国立沖縄青少年交流の家主催事業

『無人島アドベンチャーキャンプ2012』に参加

した、小学５年生～中学３年生の男女25名であ

る。（表２） 

表２ 参加者の内訳 

 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 計 

男子 ４ ３ １ ２ ３ 13 

女子 ２ ４ ２ ２ ２ 12 

計 ６ ７ ３ ４ ５ 25 

 このキャンプへの応募者数は、募集枠を遥か

に上回る数であったため、参加申込書の「無人

島アドベンチャーキャンプへの思い」という応

募者の意気込みの内容や、なるべくキャンプ経

験の乏しい応募者の中から選考された。そして

選考で選ばれた応募者には一度確認の連絡を

入れて、再度子ども本人に参加の意思を確認す

るという形を取っている。そのとき、友人と応

募したが自分だけ選考されたということで不

安がって辞退する応募者もいた。そんな中、こ

のキャンプに参加した子ども達はきっと自主

的で強い意志を持って参加したと考えられる。

参加者の大半は沖縄県出身者であるが、中には

滋賀県や愛媛県からの参加者もいた。 

 事前に、参加者の泳力・キャンプ経験・スノ

ーケリング経験を調査した。（図１、２、３） 
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図１ 参加者の泳力 
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図２ 参加者のキャンプ経験 
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図３ 参加者のスノーケリング経験 

 泳力においては、全体的に泳ぎの得意な子が

多く、女子がとても高い。泳ぎの苦手な子は男

女合わせて３名であった。キャンプ経験におい

ては、あまり経験のない子が多く、スノーケリ

ングの経験においては男女ともに少なく、参加

者の大半はキャンプなど野外活動の体験が少

ないことがわかる。 

(3) 調査方法と内容 

１．アンケート調査 

 アンケート調査は、キャンプ事前・事中（４

日目）・最終日（７日目）の３回において実施

した。事前アンケートに研究趣旨と説明を記載

して、任意回答とすることで同意を得た。アン

ケート項目は以下の14項目で、回答形式は「と

てもあてはまる」、「少しあてはまる」、「あまり

あてはまらない」、「全くあてはまらない」の４

進法である。 

(1) 新しい友達を簡単につくることができる 

(2) 遊んでいる仲間にあとから加わることが

できる 

(3) 困っている友達を助けてあげることがで

きる 

(4) 食事をするときは感謝の気持ちを持って

食べている 

(5) 料理の手伝いを自分からすすんでする 

(6) みんなのできないような難しいことに挑

戦する 

(7) 友達よりうまくできないことがあっても、

頑張り通す 

(8) 電気もガスも無い無人島に寝泊まりする

ことに不安がある 

(9) テレビを見ていないと落ち着かない 

(10) 早く家に帰りたいと思う 

(11) 外で遊ぶことは楽しいと思う 

(12) 自然の中の活動は気持ちが良い 

(13) 海で泳ぐのは怖い 

(14) 自然を大切にしたい 

 これらに加えて、事前アンケートでは、キャ

ンプへの参加動機を①自分で参加したいと思

ったから②親にすすめられたから③友達に誘

われたからの３つのいずれかを選択してもら

った。また、自然体験の経験状況について次の

ような質問を設け、参加者の実態も調査した。 

(1) チョウやトンボ、バッタなどの昆虫をつか

まえたこと 

(2) 海や川で貝を取ったり、魚を釣ったりした

こと 

(3) 大きな木に登ったこと 

(4) ロープウェイやリフトを使わずに高い山

に登ったこと 

(5) 太陽が昇るところや沈むところを見たこ

と 

(6) 夜空いっぱいに輝く星をゆっくり見たこ

と 

(7) 野鳥を見たり、鳴く声を聞いたこと 

(8) 海や川で泳いだこと 

(9) キャンプをしたこと 

 さらに、４日目・最終日のアンケートには自

由記述欄を設けて、参加者自身の言葉による気

持ちや考えを収集した。 

２．観察法 

 グループ活動が主であり、活動内容もグルー

プによって異なる為、その都度、各グループを

回りながら、観察を行なった。特に、初日から

あまりグループに馴染めず、１人で活動するこ

との多い子を中心に観察した。また、日々の班

長会やスタッフミーティングで話にあがった

参加者や班内の様子についても記録を取った。 

３．統計処理 

 アンケートの回答を「とてもあてはまる」４

点、「少しあてはまる」３点、「あまりあてはま

らない」２点、「全くあてはまらない」１点と

して点数化し、事前・４日目・最終日の比較は、

対応のあるstudentのｔ検定を用いて行った。 

Ⅲ．結果 

(1) 参加者の参加動機 

 事前アンケート調査より、参加動機「①自分

で参加したいと思ったから」が計20名と、大半

の参加者が自主的な動機であることがわかっ

た。 
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表３ 参加動機 

 男子 女子

① 自分で参加したいと思っ

たから 
11 ９ 

② 親にすすめられたから ０ １ 

③ 友達に誘われたから １ ０ 

④ ①と②の両方 ０ ２ 

⑤ 無回答 １ ０ 

(2) 自然体験の経験状況 

 参加者の自然体験の経験状況において、経験

者がとても多いのは「チョウやトンボ、バッタ

などの昆虫をつかまえたこと」と、「海や川で

泳いだこと」である。一方、経験者が一番少な

いのは、「ロープウェイやリフトを使わずに高

い山に登ったこと」であり、「ほとんどない」

人が13名と半数以上であった。また、「海や川

で泳いだこと」が「何度もある」人が21名なの

に対して、「海や川で貝を取ったり、魚を釣っ

たりしたこと」が「何度もある」人は９名であ

り、海や川で遊ぶことは多いもののそのほとん

どが泳ぐことを目的にしていることがわかっ

た。 

 

表４ 自然体験の経験状況 

 
質   問 

何度も 

ある 
少しある 

ほとんど

ない 

１ チョウや ト ン

ボ、バッタなど

の昆虫をつかま

えたこと 

20 ３ ２ 

２ 海や川で貝を取

ったり、魚を釣

ったりしたこと 

９ 10 ６ 

３ 大きな木に登っ

たこと 

14 ７ ４ 

４ ロープウェイや

リフトを使わず

に高い山に登っ

たこと 

６ ６ 13 

５ 太陽が昇るとこ

ろや沈むところ

を見たこと 

９ 12 ４ 

６ 夜空いっぱいに

輝く星をゆっく

り見たこと 

12 11 ２ 

７ 野鳥を見たり、

鳴く声を聞いた

こと 

11 ８ ６ 

８ 海や川で泳いだ 21 ４ ０ 

こと 

９ キャンプをした

こと 

９ 10 ６ 

(3) 他者との関わりについて 

 「１．新しい友達を簡単につくることができ

る」については、事前（3.08±0.74）と４日目

（3.4±0.63）は５％水準で有意な差があった。

しかし、４日目（3.4±0.63）と最終日（3.56

±0.57）では有意な差はなく、事前（3.08±

0.74）と最終日（3.56±0.57）では１％水準で

有意な差があった。「２．遊んでいる仲間にあ

とから加わることができる」については、事前

（３±0.63）と４日目（3.4±0.63）では１％水

準で有意な差があった。４日目（3.4±0.63）

と最終日（3.68±0.46）では５％水準で有意な

差があった。事前（３±0.63）と最終日（3.68

±0.46）では0.1％水準で有意な差があった。

「３．困っている友達を助けてあげることがで

きる」については、事前（3.44±0.63）と４日

目（3.36±0.62）では有意な差はなかった。し

かし、４日目（3.36±0.62）と最終日（3.68

±0.54）では１％水準の有意な差があり、事前

（3.44±0.63）と最終日（3.68±0.54）で５％

水準の有意な差があった。「５．料理の手伝い

を自分からすすんでする」については、事前

（3.16±0.88）と４日目（3.28±0.87）、４日目

（3.28±0.87）と最終日（3.44±0.63）、事前

（3.16±0.88）と最終日（3.44±0.63）すべて

において有意な差はなかった。（図４） 

(4) 自分自身との関わりについて 

 「４．食事をするときは感謝の気持ちを持っ

て食べている」については、事前（3.48±0.69）

と４日目（3.64±0.62）、４日目（3.64±0.62）

と最終日（3.6±0.48）、事前（3.48±0.69）と

最終日（3.6±0.48）すべてにおいて有意な差

はなかった。「６．みんなのできないような難

しいことに挑戦する」については、事前（3.28

±0.77）と４日目（3.08±0.75）、４日目（3.08

±0.75）と最終日（3.28±0.66）、事前（3.28

±0.77）と最終日（3.28±0.66）すべてにおい

て有意な差はなかった。「７．友達よりうまく

できないことがあっても頑張り通す」について

は、事前（3.28±0.72）と４日目（2.88±0.81）

では５％水準で有意な差があった。４日目

（2.88±0.81）と最終日（3.41±0.64）では１％

水準で有意な差があった。事前（3.28±0.72）

と最終日（3.41±0.64）では有意な差はなかっ
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た。（図５） 
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(5) 非日常的な環境への適応について 

 「８．電気もガスも無い無人島に寝泊まりす

ることに不安がある」については、事前（2.32

±0.83）と４日目（2.28±0.91）では有意な差

はなかった。しかし、４日目（2.28±0.91）と

最終日（1.56±0.63）、事前（2.32±0.83）と

最終日（1.56±0.63）において0.1％水準で有

意な差があった。「９．テレビを見ていないと

落ち着かない」については、事前（1.4±0.63）

と４日目（1.28±0.72）、４日目（1.28±0.72）

と最終日（1.08±0.27）では有意な差はなかっ

た。しかし、事前（1.4±0.63）と最終日（1.08

±0.27）において５％水準で有意な差があっ

た。「10．早く家に帰りたいと思う」について

は、事前（1.88±0.90）と４日目（1.96±0.82）、

４日目（1.96±0.82）と最終日（1.92±1.05）、

事前（1.88±0.90）と最終日（1.92±1.05）す

べてにおいて有意な差はなかった。（図６） 

 

(6) 自然との関わりについて 

 「11．外で遊ぶことは楽しいと思う」につい
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＊は有意差を表す。（＊：ｐ＜0.05、＊＊：ｐ＜0.01、＊＊＊：ｐ＜0.001） 
 

図４ 他者との関わりについて 
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＊は有意差を表す。（＊：ｐ＜0.05、＊＊：ｐ＜0.01） 
 

図５ 自分自身との関わりについて 
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ては、事前（3.64±0.62）と４日目（3.76±

0.51）、４日目（3.76±0.51）と最終日（3.92

±0.27）では有意な差がなかった。しかし、事

前（3.64±0.62）と最終日（3.92±0.27）にお

いて５％水準で有意な差があった。「12．自然

の中の活動は気持ちが良い」については、事前

（3.56±0.63）と４日目（3.52±0.57）では有

意な差がなかった。しかし、４日目（3.52±

0.57）と最終日（3.88±0.32）では１％水準、

事前（3.56±0.63）と最終日（3.88±0.32）で

は５％水準で有意な差があった。「13．海で泳 

ぐのは怖い」については、事前（1.52±0.75）

と４日目（1.44±0.69）、４日目（1.44±0.69）

と最終日（1.36±0.79）、事前（1.52±0.75）

と最終日（1.36±0.79）すべてに有意な差はな

かった。「14．自然を大切にしたい」について

は、事前（3.68±0.61）と４日目（3.52±0.85）、

４日目（3.52±0.85）と最終日（3.88±0.43）

では有意な差はなかった。しかし、事前（3.68

±0.61）と最終日（3.88±0.43）において５％

水準で有意な差があった。（グラフ７） 
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＊は有意差を表す。（＊：ｐ＜0.05、＊＊＊：ｐ＜0.001） 
 

図６ 非日常的な環境への適応について 
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＊は有意差を表す。（＊：ｐ＜0.05、＊＊：ｐ＜0.01） 
 

図７ 自然との関わりについて 
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(7) 参加者の声 

①ソロキャンプの感想 

 子ども達の感想を下記の表５にてカテゴリ

ー別にまとめてみた。５日目の夜に実施したソ

ロキャンプでは、１人になる寂しさや心地よさ

を感じたり、自分自身と向き合ってこれまでを

振り返ることができたり、とても有意義な時間

であったことがわかった。 

表５ ソロキャンプの感想 

カテゴリー テーマ 具体的項目 

○１人で寝る寂しさ 

○皆と寝た方が楽しい 仲間の大切さ 

○仲間の温かさを知る 

仲間 
・ 
家族 

家族を想う ○母はどうしているか 

○ １人で寝る楽しさ、心

地よさ 

○ゆっくり眠れた 自分自身 
プライベートな

時間の大切さ 
○自分と向き合い、色々

なことを考えた 

○月がきれい 
自然 月 

○月を見ながら寝る 

②キャンプ全体の感想 

○今回の無人島キャンプでは、全く顔も知らな

かった僕らがこのキャンプで知り合い、そし

て助け合っていくことや皆で協力し支え合

うことのできる喜びを感じることができま

した。１班は皆個性的で明るく、頑張り屋さ

んの集まりです。このメンバーと一緒の班に

なれたことがとても嬉しい。皆で沢山の大き

な壁にぶつかることもあったが、この仲間が

いるからこそ壁は乗り越えられたし、楽しい

生活を送れていたのだと実感しました。（中

３：男） 

○１日目はほとんど喋らず、辞退しようかと考

えたときもあったが、メンバーが優しくて楽

しかったので、ずっとキャンプしていたい。

別れたくないと思う。（中２：男） 

○最初は電気とか何もない所での活動に不安

があったけれど、新しい友達や先生方と関わ

っていくにつれて、長いと思っていた７日間

がとても短く感じた。気が付いたら最終日で

皆とお別れしないといけないけど、手紙やメ

ール、いろんな方法で連絡取り合ってこの縁

を大切にしていきたい。（中２：女） 

○学校の友達よりも仲よくなれた。やっぱり、

ビルなどの遮るものがあまり無い空間で生

きるために力を合わせて、寝食を共に過ごし

たおかげだと思った。ここでできた友達とず

っと仲良くしていきたい。（中２：女） 

○このキャンプでの目標は人との接し方や友

達作りを自分からできるようになることで

した。私は今本当に家に帰りたくありませ

ん。ずっと友達と一緒に居たいです。このキ

ャンプで学んだことは、家族の次に友達が大

切ということです。（小６：女） 

○無人島には行けなかったものの、無人島に似

せた生活をして、普段の生活のありがたさや

自然で生きる方法や大変さなど沢山のこと

を学べた。（中１：女） 

○食べ物があることに感謝したい。家事なども

責任を持ってやりたい。（小６：女） 

○電気・水・ガスがあるっていいなーと思いま

した。（小５：女） 

Ⅳ．考察 

(1) 「他者との関わり」の視点から 

 アンケートの結果より、「新しい友達を簡単

につくることができる」や「遊んでいる仲間に

あとから加わることができる」では、事前－４

日目の短期間においても有意な向上が認めら

れたことから、大半の子ども達はキャンプ前半

において、新たな人間関係を築けていたよう

だ。キャンプ中は班別活動が主であり、テント

の設営や食事作りなど一人で進めることが難

しい活動がほとんどであった。その為、直接的

なコミュニケーションなしでは、協力や助け合

い、すなわち生活をすることが困難であり、常

に他者との直接的なコミュニケーションが生

活や活動上の基礎となっている。それが、７～

８名の班という小さなコミュニティ内で実践

されて、子ども達の仲間意識が強くなると共

に、日々の活動を通して班の仲間との距離が縮

まることで、他者との関わりに対して自己肯定

感が高まっていったのだと推察する。 

 参加者の感想からもわかるように、子ども達

がキャンプ生活を通して強く感じたことの１

つが、仲間との協力や助け合いであり、仲間の

存在の大切さである。ある課題や目標を達成す

るために必然的に仲間との協働の機会が生ま

れ、共に体を動かすことで自然に協力と助け合

いのプロセスが実践されて、実行する中でその

大切さや必要性を実感していったのだと推察

する。 

 また、班のリーダーを務めた中学生は、リー

ダーとなったことで責任感を持って活動に取
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り組む姿や自分の班をもっと良くしていきた

いと悩み考え、実践していく姿がみられた。班

の構成を異年齢構成にすることで中学生のリ

ーダーシップ性が高まり、小学生らはその中学

生の姿勢から少なからず影響を受けたことと

推察する。 

 

(2) 「自分自身との関わり」の視点から 

 アンケートの結果より「食事をするときは感

謝の気持ちを持って食べている」について有意

な変化は認められなかった。これは、キャンプ

事前から平均点が高かったことが要因として

考えられる。しかし、食事の場面においてカウ

ンセラーらが「いただきます」の意味を教えた

り、生き物の命をいただくことについての話を

したりすることでより一層食事に対する感謝

の気持ちを育むことが期待できる。また、「み

んなのできないような難しいことに挑戦する」

についても有意な変化は認められなかった。キ

ャンプ中の活動は子ども達の自主性を大切に

していたので、子ども達自身は活動の難易度よ

りも活動への興味によって行動しており、「難

しいことに挑戦する」という意識はあまりなか

ったのかもしれない。「友達よりうまくできな

いことがあっても頑張り通す」については事前

‐４日目で低下し、４日目‐最終日で向上する

有意な変化が認められた。事前‐４日目におい

ては、事前にイメージしていた活動と実際にや

ってみてのギャップや、まだ周囲に馴染めずに

遠慮していたことなどが要因として考えられ

る。そして、参加者の多くがキャンプ経験や自

然体験の経験がなかったため、日を増していく

ことで初めての体験にも慣れていき、回数をこ

なすことでできなかったことができるように

なって自信もついていったのだと推察する。 

 

(3) 「非日常的な環境への適応」の視点から 

 アンケートの結果より「電気もガスも無い無

人島に寝泊まりすることに不安がある」につい

ては、４日目‐最終日にかけて有意な低下が認

められたことから、参加者がキャンプ生活の環

境に慣れるまでに４日以上の期間が必要であ

ることがわかった。 

 「早く家に帰りたいと思う」については有意

な変化は認められなかった。しかし、４日目の

夜に『家に帰りたい。』とスタッフに訴え、元

気もなくなっていたS君（小５、男）は、最終

日には『みんなと１年間キャンプしていたい』

というほどまでに気持ちが変化しており、仲間

との別れの場面では涙していた。４日以上の長

期になると特に小学生はホームシックになり

やすいのだろう。しかしそこで、簡単に辞退さ

せることなくキャンプに参加し続けさせたこ

とで、ホームシックを乗り越えひとつ成長する

ことができたと考える。 

 

(4) 「自然との関わり」の視点から 

 アンケートの結果より「外で遊ぶことは楽し

いと思う」、「自然の中の活動は気持ちが良い」、

「自然を大切にしたい」について有意な向上が

認められた。子ども達は、普段の日常とは違う

大自然あふれる環境の中で自然の魅力をおお

いに肌で感じることができたのだろう。また、

その大自然の環境下で「不便」「不足」な生活

を体験したことでより一層、資源や物の大切さ

も感じることができたのだと推察する。 

 

(5) 総合的な視点から 

 新しい人間関係の構築、釣りや火起こしなど

様々な初体験、そして１週間もの野外宿泊体験

を乗り越えたことで子ども達の心に大きな達

成感が生まれ、自信や自尊心といった自己肯定

感が高まったと推察する。 

Ⅴ．まとめ 

１． 研究結果より、コミュニケーション能力

や自然に対する価値観などに有意な向

上が認められ、このキャンププログラム

は教育的効果があることがわかった。 

２． キャンプでの活動内容は、生きていくた

めの様々な課題が多くあり、それらを解

決していく中で、子ども達は自ら考え、

主体的に判断し行動していき、「生きる

力」を高めるのにとても有効であったと

推察する。 

３． 今後は、より高い効果を期待して、１週

間以上の期間で実施することを推奨す

る。 
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